
    

 
 
 
 

第２回 非常勤学校司書研修会 

「授業に生かす情報活用の基礎作りクイズに挑戦しよう」 
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『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

市川市文学ミュージアムでは、７月２１日（土）～９月２４日（月） 
の期間、企画展が開催されます。今年のテーマは「サラリーマン漫画展 
～漫画に学ぶ働き方～」です。開催場所は、市川市生涯学習センター 

（中央図書館）２階です。 
 
 
 
 
 
企画展では、１４作品のサラリーマン漫画を紹介し、約１００点の原 

画等を見ることができます。それぞれの漫画の主人公たちの働き方を通 
して、自らの「働き方」について振り返る機会になるのではないでしょ 
うか。 
７月２８日（土）には、本宮ひろ志プロダクションのアシスタントの 

方をお招きして、漫画家のアシスタントのお仕事を体験するワークショップが行われます。詳細につき
ましては、文学ミュージアムのホームページをご覧ください。 
 

市川市文学ミュージアム企画展のお知らせ 

今年度の新企画、校長先生による読み聞かせが始まりま 
した。一年かけて、朝の時間に全クラスを訪問します。 
記念すべき第１回の『Ｌｉｆｅライフ』（くすのきしげ 

のり作）をにこやかに語られ、真剣に聞き入る６年生。 
心が落ち着き、穏やかな一日のスタートです。 
図書委員も、業間休みに月に一度の読み聞かせを開始し 

ました。 
１０月の読書月間では、全校児童による「おすすめの本」 

で各学年の廊下や図書館の渡り廊下はいっぱいになります。 
これからも子どもたちが積極的に読書活動できるように 

手助けをしていきたいと思います。 
 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

                ６月２６日（火）、市川市学校図書館アドバイザー 小林 路子先生をお招き

して、学校図書館を活用した調べ学習についての研修会を行いました。 

               研修会の前半は、学校図書館活用によって獲得できる力と文部科学省から出 

された「学校図書館ガイドライン」についてのお話がありました。研修会の冒 

頭で、「授業者自身がスキルを身に付けることが大切である。」というお話があ

りました。学校図書館の活用の仕方を知っている授業者は、効果的な授業の組

み立て方ができ、効果的な学校図書館活用は、子供たちに「言語力」「課題解決

能力」を身に付けることができる、ということを教えていただきました。 

 後半は、どの教科でも活用できる「図書館情報クイズ」のワークショップを

行いました。「図書館情報クイズ」の良い点は、短時間で行うことができること、

学校図書館活用の土台を養うことができることだそうです。また、調べ学習の

成功の鍵を握るのは、テーマ作りであるとおっしゃっていました。調べ学習で

大切なテーマの作り方について、クイズ作りを通して学ぶことができます。ま

ず一人一人が図書資料を読み、不思議に思ったことを抜き出して「どうして○

○なのだろうか」と問いの文でテーマを立てることで、調べたいことが焦点化

され、同時に必要な情報も手にできることを教えていただきました。 

今回の研修会では、小学３年生 国語科「学校図書館へ行こう～本で調べよ

う～」を例にあげながら、「図書館情報クイズ」の方法を教えていただきました。 

 

 

 

ステップ１ 調べたいテーマに沿って図書資料を探します。 

ステップ２ 図書資料を読み、不思議を見つけ、問いを作ります。 

ステップ３ 班ごとに、問題を実物投影機に写し出しながら、発表を行い 

ます。回答はまとめて最後に行い、班ごとの勝敗を決めます。 ステップ１ 図書さがし 

問題づくりのための情報を集め 

ています。～子ども図書館にて～ 

 

 

サラリーマン漫画展 漫画に学ぶ働き方 

第２回教科書展示会のお知らせ 
期 間：７月２１日（土）～８月３１日（金）※７月３１日（火）及び月曜日を除く 

時 間：午前１０時から午後５時 

場 所：市川市文学ミュージアム資料室（市川市生涯学習センター３階） 

展示教科書：平成３０年度使用 教科用図書 

        平成３１年度使用 教科用図書見本：中学校用道徳、特別支援学校附則９条図書 

※どなたでもご覧になれます。 

※夏季の研修会等で、市川市生涯学習センターへお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。 

（市川市立菅野小学校 学校司書 吉川 郁子） 

 

 

 

 

ステップ３ 班ごとに発表 

問題の中に、調べた知識を入れます。 

 

ステップ２ 問題を考える 

同じテーマ同士でグループを 

作っておくと相談ができます。 

「図書館情報クイズ」 

活用方法の一例 

①学校図書館のルールや 

 図書の排列の学習 

②図書の分類（NDC）の学習 

③様々な分類の本を使えるよ

うにするための学習 

④各教科等の学習 

（単元のオリエンテーション

まとめの場面） 

⑤問いの作り方の学習（低学年） 

 

※発達段階に合わせて活用し

てください。 

 

クマノミの仲間はイソギンチャクに隠れて生活をしてい

ます。イソギンチャクには毒があるので、他の魚は近づけ

ません。では、クマノミの仲間は、イソギンチャクのため

にどのようなことをしているのでしょうか。 

１ 食べ物をとどける  ２ 敵を追い払う 

３ 体をきれいにしてくれる   ※答え ２ 

             

 

本展覧会では、サラリーマン漫画の原画とともに、彼らの働くすがたを
紹介します。「働き方改革」が叫ばれる時代に生きるあなたは、彼らの多様
な働き方、生き方から、何を感じますか。    （ポスターの紹介文より） 

 

 

学校図書館の図書を使い、調べたいテーマに沿って、今までの学習内容からクイズを考える。

図書資料を読んで自分だけの「不思議」を見つけ、クイズの問題（問い）を作る。 
 
 

≪めあて≫ 
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